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令 和 ７ 年 ９ 月 ２ ６ 日 

広島市経済観光局雇用推進課 

 

協同労働インターンシッププログラムの実施について 
 

１ 本プログラムの目的 

本市では、多様な働き方を実現しつつ、地域の活力低下や担い手不足等の地域課題の解決を図るため、「協同

労働」という働き方の普及・促進に取り組んでいるところです。さらなる普及・促進のためには、より多くの

方にその仕組みを知っていただき、実際に参画いただくことが重要です。 

このため、本プログラムでは、キャリア研修及び現地インターンシップを実施することを通じて、協同労働

に参画する具体的なイメージを持っていただくことにより、将来的な協同労働団体の立上げにつながる機会の

創出や知見の形成を図ります。 

 

２ 実施内容 

⑴ キャリア研修  

   内 容：協同労働ガイダンス及びグループワーク 

目 的：①協同労働への理解を深めること 

②自己のスキルや経験の棚卸を行い、協同労働や地域貢献に活かせるスキルを探求すること 

対象者：社会人経験が 5年以上ある人 

   定 員：40人程度 

  日 時：令和 7年 10月 17日（金）10:00～16:00  

  場 所：合人社ウェンディひと・まちプラザ 北棟 6階マルチメディアスタジオ（広島市中区袋町 6-36） 

 

⑵ 現地インターンシップ 

   内 容：協同労働団体の視察及び意見交換 

目 的：①協同労働団体で活動する方との交流を通して、その働き方や価値観への理解を深めること 

②地域課題への理解を深めるとともに、自己のスキルなどの協同労働への活かし方を考えること 

対象者：キャリア研修の参加者のうち希望者 

定 員：30人程度（10人/1日程×3日程) 

日時・訪問団体：下表のとおり 

 

日  時 訪問団体（所在区） 団体の活動内容 

11月 7日(金) 

10:00～17:00 

タウン・サポート平和台（安佐南区） 困りごと支援 

おひさまＳＵＮ（安芸区） カフェ 

暮らしの保健室亀山（安佐北区） 高齢者サロン 

11月 11日(火) 

10:00～17:00 

Ｇｏ郷・まつむね（安佐南区） 困りごと支援、サロン等 

Ｏｈａｎａ（西区） カフェ 

キッズスポーツレクリエーションクラブ（南区） 放課後支援 

11月 21日(金) 

10:00～17:00 

アグリアシストとも（安佐南区） 農業支援、農業カフェ 

おひさまＳＵＮ（安芸区） カフェ 

こども子育て応援ひろしま（南区） 子育て支援・一時預かり 
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⑶ 参加予定企業等（計 12団体、33名） 

企 業 
株式会社福屋、生活協同組合ひろしま、マツダ株式会社、三島食品株式会社、広島電鉄株式会

社、中国労働金庫、株式会社イズミ、株式会社イズミテクノ ほか２社（計 10社、26名） 

大 学 広島市立大学（3名） 

団 体 広島市社会福祉協議会（4名） 

 

⑷ 実施体制 

  本プログラムは、本市からの委託事業として、下記の体制で実施する。 

①プログラム全体の企画設計や効果分析 

  株式会社日本総合研究所 

②キャリア研修の企画・運営 

  株式会社社会人材コミュニケーションズ 

③現地インターンシップの企画・運営 

  労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団 

 

３ 本プログラム実施後の取組 

  本プログラムの現地インターンシップは協同労働団体の視察及び意見交換を行うこととしていますが、本プ

ログラムの実施後には、参加者等のうち希望する方を対象として、実際に既存の協同労働団体の活動に「お試

し構成員」として参加し、活動を体験できるプログラムを実施します。 

これにより、協同労働の具体的な活動内容や運営の仕組みへの理解について、より一層の深化を図ります。 

 

（参考）協同労働について 

＜協同労働とは＞ 

働く人自らが、可能な範囲でお金を出し合い（出資）、対等な立場でアイデアを出し合って（経営）、人と地

域に役立つ仕事に取り組む（労働）、「出資」、「経営」、「労働」が一つになった働き方です。労働者自身が主体

的に意思決定に関わり、ひとり一人が対等な立場で、責任を共有するというところに特徴があります。 

協同労働の仕組み 

 

株式会社の仕組み 

 

＜本市のこれまでの取組＞ 

本市では、平成 26 年度から全国に先駆け、協同労働促進事業として、協同労働団体の立上げに係る経費の

補助や、立上げ前・立上げ後の伴走型支援を行うなど、協同労働の普及・促進に取り組んでいます。 

また、今年度から、（公社）広島市シルバー・協同労働センターに「協同労働支援センター」を新設し、協同

労働に関する総合相談窓口を整備するとともに、きめ細かな伴走型支援を行うため専門知識を有するコーディ

ネーターを配置するなど、執行体制を強化しました。 

現在、本市域内では、困りごと支援や農作業のサポート、子どもの居場所づくりなどを行う協同労働団体が

35 団体あり、450人以上が活動しています。（別紙リーフレット「まちしごと わたしごと」を参照） 

 


